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書　簡
便箋左上に署名、右にKaruizawa、
Aug.16 ’33と読める
封筒宛名書き左下の「カナダ行」も
ミス・ハミルトン自筆
〈資料紹介〉20
軽井沢で書かれた
ミス・ハミルトンからミス・カートメル宛の書簡
Aug.16 ’33
My dear Miss Cartmell:
I did write you last fall thanking you for the long 
article about your days in Japan which I’m sure you penned 
with great effort as you say your eyesight is so poor. 
I have typed it and am returning the manuscript for I 
am sure your niece will want to preserve this history 
in your own handwriting. It is wonderful to have this 
directly from the founder of our school to use during our 
anniversary celebrations. We are just getting started 
on compiling the History. There’ll be very little of it 
in English I expect, but you will be interested in the 
pictures, and you shall surely have a copy.
I wonder if you have heard that our Dr. Hiraiwa was 
called to his Heavenly Home this summer. We went down from 
here to his funeral July 31st.  It was a great blow to us all as you can well imagine for 
we were counting everything on his help in the preparing of our 50 years history and 
carrying through our celebration. He has been so active the possibility of him being 
suddenly taken away from us never crossed our minds until about the first of June. He 
taught his two classes in our school and conducted a meeting of the Board of Directors 
May 31st.  After that we closed school for a couple of weeks for moving into the new 
building so didn’t expect to see him again till June 14th.  On the 12th I had a card from 
him saying he would be at a committee specially wanted to have on the 14th but when 
the day came a phone message told us of his illness. The next day he underwent a very 
serious operation which we learned afterward was for cancer of the stomach. He was in 
the hospital three weeks & in his own home nearly three weeks. I saw him once and felt 
sure he could not live through the heat of August, so was not surprised when news came 
of his death on July 26th.  We are selfishly very sorry, but glad that he did not have to 
endure a long tedious illness.
We were in the new school a month before summer and it was a great joy.  The 
interior decorating is being done during vacation and on Nov. 6th we plan to have our 
Formal Opening. Hoping you are in your usual good health and with kindest regard to Mrs. 
Pescott. I remain Yours Most Cordially. F.G.Hamilton
P.S. I am keeping the old photos a little longer. Hope it is all right.  Viscountess Saito entertained 
some of us school people recently and showed us with great pride the Bible you had sent her and 
your photo. You have a wonderful place in the heads of your old friends here.  F.G.H.
今年寄贈を受けたミス・カートメルの遺品の中より、ミス・ハミルトンが軽井沢のコテージでお
書きになり、投函された手紙が発見された。その全文を紹介したい。
（原文のまま掲載）
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ミス・ハミルトン
（訳文）
19３３年 ８ 月16日
敬愛するミス・カートメル
昨秋、あなたの日本で過ごされた日々につい
ての長い文章に感謝申し上げる手紙を書きまし
た。あなたは目がご不自由でいらっしゃいます
から、その文章を書くには大変なご努力をされ
たことでしょう。それをタイプ打ちしましたので、
元の原稿をお返しいたします。きっと姪御さん
はこの記録があなたの直筆なので大事に残して
おきたいと思われることでしょうから。この学
校の歴史の話を、直接学校の創立者からいただ
けて創立記念式に使えるとは、すばらしいこと
です。年史の編纂には取り掛かったばかりです。
その年史には英語がほとんど使われないでしょ
うが、きっと掲載の写真に興味を持たれるでしょ
う。一部をお手元に必ずお届けいたします。
平岩博士がこの夏、み国に召されたことをお
聞き及びでしょうか？ 7 月３1日に私達は博士
のご葬儀に参列いたしました。ご想像の通り、
彼の死は、50周年の歴史をまとめる準備をし、
お祝いを実行する上ですべて彼の助けをあてに
していた私達にとって大きな痛手でした。とて
も活動的な方でしたので、突然私達の前から取
り去られてしまうことなど、 6 月初めまで思い
もよりませんでした。彼は私達の学校で 2 クラ
ス教え、 5 月３1日の商議員会の議長を務めてお
られました。その後、新校舎への移動のために
2 週間ほど学校が休みでしたので、 6 月14日ま
ではお会いする予定はありませんでした。12日
には、ご本人から、14日の会合にはとりわけ出
席したいとのカードを受け取っていましたのに、
当日になってご病気のため来られないとの電話
の伝言を受けました。翌日、彼は大手術を受け、
後から知ったところでは、それは胃ガンの手術
だったそうです。３ 週間入院し、その後家に帰っ
て ３ 週間近く過ごされました。私は一度お見舞
いに伺って、 ８ 月の暑さの中を生き抜くのは無
理に違いないと感じましたので、 7 月26日に訃
報が届いたときはさして驚きませんでした。私
達自身としてはとても悲しかったのですが、彼
が長くつらい病を耐え忍ばなくて良くなったこ
とは慰めでした。
私達は新しい校舎に夏の一月前に入りました
が、それはそれは嬉しゅうございました。内装
は夏休み中に行われており、11月 6 日には正式
なオープニングを計画
しております。
どうぞお変わりなく
お元気でお過ごしくだ
さい。ペスコット夫人
によろしくおつたえく
ださい。
敬愛の念をこめて
Ｆ.Ｇ.ハミルトン
追伸：
旧い写真はいましばらく
私が保管しております。よろしいでしょうか。
齋藤子爵夫人は先ごろ私ども学校の何名かを
おもてなしくださり、あなたが彼女にお送りに
なった聖書とあなたのお写真を大層誇らしげに
見せてくださいました。日本のあなたの友人た
ちはいつもあなたのことを特別な思いで覚えて
おります。 Ｆ.Ｇ.H.
（解説）
この書簡は創立50周年の祝典を翌年にひかえ、
創立者ミス・カートメルにあててミス・ハミル
トンが軽井沢のコテージで書き、投函されたも
のである。時は1933年 8 月、ミス・ハミルトン
は17代校長職にあった。
この頃ミス・カートメルは８7歳でいらしたが、
なお求めに応じて創立当初の様子や思い出を書
き送ってくださって、英和の教育に関心が高
かったことが冒頭からよくわかる。
内容は平岩愃
よし
保
やす
牧師の訃報にまつわる報告が
多くを占める。平岩牧師は日本メソジスト教会
最初の教職の一人であり、関西学院院長、日本
メソジスト教会監督の要職につかれた。のち阿
佐ヶ谷教会を創立された。東洋英和では1８８7年
より逝去のときまで47年間第 2 代校主でいらし
た大恩人である。この方を天国に送ったことは
英和関係者にとって深い喪失感を伴うできごと
であった。
年史（『五十年史』）や新校舎への期待の簡潔
な報告の後、追伸には齋藤春子さんがミス・カー
トメルから贈られた聖書を自慢したとのほほえ
ましいエピソードが書かれており、そのくだり
には、ミス・ハミルトンのウィットが感じられる。
おそらく歴代の宣教師の校長達はこのように
創立者と通信を交わしていたのであろう。
（史料室　酒井　ふみよ）
